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安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。
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▲静岡のばらフェア（大田市場）

Main topics

営農資材をめぐる情勢と
コスト低減・農作業の効率化に向けた取組について……01
topics&news

担当者技術向上と連携強化のため
令和5年度静岡県JA安全分析担当者研修会を開催……03
県産栗の品質向上を
令和５年度栗果実品評会……………………03
県下JAグループの連携を図る
令和5年度第１回静岡県JA営農経済部長会……04
地域の農産物で食育
園児へ県産いちじくを贈呈……………………04
県産いちごの販売戦略などを決定
静岡県いちご協議会総会を開催………………04
静岡県産柑橘の販売強化を目指す
令和5年度静岡県柑橘販売協議会……………05
はままつ洋菜の出荷計画、販売取り組みなどを共有
はままつ洋菜共販60周年記念大会…………05
県産農産物をPR
直営焼肉店で「石川小芋」を提供……………06
JA営農経済職員が相互研鑽
営農経済事業パワーアップ大会………………06
有利販売へ向けた品質確認と情報共有
葉ネギ品質査定会・販売対策会議……………07
大田市場で県産バラをPR
静岡のばらフェア………………………………07
営農支援だより

野菜の冬期温度管理…………………………08
お知らせ  
テレビ番組「しずおかごはんが食べたい！」のご紹介……09
産地直送通販サイトJAタウンからのお知らせ……09
お年賀茶のご案内……………………………10
あぐりんく静岡からのお知らせ…………………10



main
topics
メイントピックス

営
農
資
材
を
め
ぐ
る
情
勢
と

コ
ス
ト
低
減・農
作
業
の
効
率
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

段
ボ
ー
ル
箱
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど

の
出
荷
、
流
通
段
階
で
使
用
す
る
「
包
装

資
材
」（
写
真
２
，３
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

１
．
営
農
資
材
価
格
の
高
騰
に
つ
い
て

　

園
芸
資
材
、
包
装
資
材
と
も
に
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
石
油
関
連
商
品
の
高

騰
、
輸
送
費
、
光
熱
費
の
高
騰
、
円
安
の

影
響
な
ど
様
々
な
要
因
か
ら
、
価
格
が
高

騰
し
て
お
り
、
営
農
資
材
等
の
価
格
上
昇

分
が
農
産
物
販
売
価
格
に
反
映
さ
れ
に
く

い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
農
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

　

近
年
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
先

端
技
術
を
活
用
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
注

目
さ
れ
、
作
業
の
自
動
化
に
よ
る
省
力
化

や
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る
生
育
予
測
ア
プ

リ
の
開
発
、
病
害
虫
防
除
な
ど
が
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
担
い
手
の
減
少
・
高
齢

化
に
よ
る
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
昨

今
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
よ
る
労
力

軽
減
や
作
業
効
率
向
上
、
生
産
規
模
の
拡

大
な
ど
が
期
待
さ
れ
、
実
用
化
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

及
提
案
に
つ
い
て
最
新
の
営
農
資
材
情
勢

を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ  

営
農
資
材
を
め
ぐ
る
情
勢

　
営
農
資
材
は
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
育
苗

箱
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
生
産
の
場
面

で
使
用
す
る
「
園
芸
資
材
」（
写
真
１
）
と

に
お
い
て
多
面
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
農

産
物
の
生
産
・
流
通
に
欠
か
せ
な
い
営
農

資
材
に
焦
点
を
当
て
、
本
会
営
農
資
材
課

が
２
か
年
計
画
の
重
点
項
目
に
定
め
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
包
装
資
材
の
規

格
集
約
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
資
材
の
普

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
会
の
Ｊ
Ａ
静
岡
２
か
年
計
画
（
以
下
、

２
か
年
計
画
）
で
は
、
新
時
代
に
対
応
し

た
総
合
事
業
改
革
を
行
う
こ
と
を
基
本
目

標
に
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
戦
略
の
一
つ

と
し
て
「
コ
ス
ト
低
減
と
農
作
業
の
効
率

化
に
向
け
た
支
援
」
を
掲
げ
、
購
買
事
業▲写真１　農産物の生産を支えるパイプハウス（園芸資材）

▲写真２　段ボールに梱包され、出荷される農産物（包装資材）

▲写真３　いちごの販売用資材（包装資材）
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main topics

花
き
な
ど
で
汎
用
段
ボ
ー
ル
を
提
案
し
、

規
格
集
約
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
引
き
続
き
包
装
資
材

の
仕
様
見
直
し
（
段
ボ
ー
ル
箱
の
適
正
包

装
化
、
物
流
合
理
化
に
資
す
る
規
格
）
や

共
通
仕
様
の
設
定
検
討
な
ど
の
価
格
抑
制

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
実
践
し
ま
す
。

２
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
資
材
の

　
　
提
案
普
及

　

営
農
資
材
課
で
は
、
生
産
者
の
生
産
性

の
向
上
・
農
作
業
の
効
率
化
の
た
め
、省
力

化
資
材
と
し
て
ハ
ウ
ス
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
「
は
か
る
蔵
」、「
う
ご
蔵
」

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

が
で
き
ま
す
。

　

本
会
営
農
資
材
課
に
お
い
て
も
、
つ
ぎ

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
営
農
資
材
の
コ
ス

ト
低
減
と
輸
送
時
に
お
け
る
作
業
効
率
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①�

出
荷
段
ボ
ー
ル
の
仕
様
変
更
に
よ
る
価

格
引
き
下
げ
を
提
案
（
令
和
4
年
度
は

82
ア
イ
テ
ム
を
提
案
、
採
用
品
目
に
つ

い
て
平
均
６
％
の
引
き
下
げ
）。

②�

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
タ
マ
ネ
ギ
・
馬
鈴
薯
・

ニ
ン
ジ
ン
・
海
老
芋
の
４
品
目
で
全
国

標
準
規
格
段
ボ
ー
ル
を
導
入
。
全
農
全

国
標
準
規
格
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を

実
現
。

③�
販
売
部
門
と
連
携
し
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
で
県
下
統
一
段
ボ
ー
ル
を
、
野
菜
、

Ⅲ　
営
農
資
材
課
の
取
組

１
．
段
ボ
ー
ル
箱
の
規
格
集
約

　

原
紙
価
格
や
加
工
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど

に
よ
る
、
包
装
資
材
の
価
格
高
騰
を
受
け
、

対
策
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル
箱
の
規
格
集
約

の
取
組
が
Ｊ
Ａ
全
農
を
主
体
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

地
域
や
品
目
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
規

格
が
存
在
す
る
段
ボ
ー
ル
箱
を
、
パ
レ
ッ

ト
サ
イ
ズ
を
基
準
と
し
た
全
国
標
準
規
格

に
集
約
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
規
格
に
注

文
と
生
産
を
集
中
さ
せ
、
コ
ス
ト
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
輸
送
面
に

お
い
て
は
、
よ
り
効
率
的
な
運
搬
が
可
能

に
な
り
、
輸
送
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

・・
み
か
ん
園
芸
部
　
営
農
資
材
課

　

電
話
：
０
５
４
―
２
８
４
―
９
７
２
６

▲はかる蔵（子機）▲はかる蔵（親機）

▲馬鈴薯の全国基準規格段ボール導入事例

▲タマネギの全国基準規格段ボール導入事例

器
の
導
入
に
よ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
施

設
内
の
気
温
や
湿
度
、
地
温
や
CO2
濃
度
な

ど
を
測
定
し
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ハ
ウ
ス
内
の
デ
ー

タ
を
確
認
で
き
る
た
め
、
気
温
調
整
や
光

合
成
促
進
機
を
効
率
的
に
稼
働
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
環
境
制
御
機
器

「
う
ご
蔵
」
と
の
連
携
に
よ
り
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
光
合
成
促
進
機
な
ど
の
機
器

を
遠
隔
で
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
県
下
に
40
台
を
導
入
し

ま
し
た
。
営
農
資
材
課
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
や

生
産
者
へ
の
運
用
勉
強
会
の
開
催
や
県
と

連
携
し
た
普
及
活
動
な
ど
を
通
し
て
今
後

も
提
案
普
及
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅳ  

お
わ
り
に

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
本
会

の
「
コ
ス
ト
低
減
・
農
作
業
の
効
率
化
に

向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
営
農
資
材
を
は
じ
め
、
肥
料
、

燃
料
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
産
資
材
価
格
が
高

騰
す
る
中
、
安
定
供
給
と
価
格
抑
制
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
性
向
上
と
農
作
業
効
率
化

に
向
け
様
々
な
提
案
を
行
い
、
農
家
所
得

の
向
上
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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topics & news

９
月
13
日
、
静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協

会
（
事
務
局
：
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
掛
川

市
の
Ｊ
Ａ
掛
川
市
富
部
集
荷
場
で
令
和
５

年
度
栗
果
実
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。

静
岡
県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
果
樹
加
工

技
術
科
の
磯
部
卓
文
科
長
が
審
査
長
を
務

め
、
県
の
職
員
ら
審
査
員
４
人
が
、
９
点

の
出
品
に
つ
い
て
形
状
や
玉
ぞ
ろ
い
、
傷

や
汚
れ
、
色
沢
、
病
害
虫
な
ど
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

磯
部
審
査
長
は
「
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
、
生
理
落
果
や
害
虫
の
発
生
な
ど
栽
培

が
難
し
い
年
が
続
い
て
い
る
が
、
審
査
対

象
と
な
っ
た
荷
口
の
果
実
は
全
体
的
に
外

観
が
良
い
も
の
が
多
く
、
厳
選
さ
れ
た
レ

ベ
ル
の
高
い
品
評
会
と
な
っ
た
。
生
産
者

の
優
れ
た
技
術
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
と

講
評
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）

県
産
栗
の
品
質
向
上
を

令
和
５
年
度
栗
果
実
品
評
会

生
産
振
興
開
発
課
は
９
月
６
日
、
焼
津

市
の
土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
で
、「
令
和

５
年
度
静
岡
県
Ｊ
Ａ
安
全
分
析
担
当
者
研

修
会
」
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
で
残
留
農
薬

な
ど
の
分
析
を
担
当
す
る
担
当
者
ら
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
残
留
農
薬
分
析
に
お

け
る
課
題
な
ど
の
意
見
交
換
や
講
演
を
通

じ
て
、
技
術
向
上
と
連
携
を
強
化
し
ま
し

た
。研

修
会
で
は
、
県
内
各
Ｊ
Ａ
が
取
り
組

む
安
全
分
析
事
業
に
つ
い
て
、
担
当
者
間

で
情
報
共
有
し
、
本
会
土
壌
肥
料
分
析
セ

ン
タ
ー
の
測
定
室
や
大
井
川
肥
料
工
場
、

大
井
川
肥
料
倉
庫
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
た
Ｊ
Ａ
全
農
耕
種
総
合
対

策
部�

営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
の
西
森
俊
英

室
長
は
「
残
留
農
薬
分
析
を
め
ぐ
る
情
勢

に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。西

森
室
長
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
の
残
留
農
薬
検
査

室
で
は
、
国
内
で
使
用
さ
れ
る
農
薬
に
つ

い
て
、
開
発
時
の
農
薬
Ｇ
Ｌ
Ｐ
複
合
確
認

施
設
に
よ
る
試
験
や
、
適
正
使
用
の
た
め

の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
安
全
防
除
運

動
」
の
推
進
、
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
に
つ

い
て
も
品
質
保
証
の
た
め
に
残
留
農
薬
検

査
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
複

数
段
階
で
徹
底
し
た
安
全
管
理
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
安
心
安
全
な
農
産
物
を
消
費

者
に
提
供
で
き
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

担
当
者
技
術
向
上
と
連
携
強
化
の
た
め

令
和
５
年
度
静
岡
県
J
A
安
全
分
析
担
当
者
研
修
会
を
開
催▲肥料工場視察のようす

▲土壌肥料分析センターで説明を受ける参加者

▲金賞を獲得した鈴木さんの栗

▲審査のようす

金
賞

掛
川
市
長
賞

掛
川
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

　

鈴
木　

志
寿
子
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

銀
賞

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
長
賞

　

戸
塚　

昌
男
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

銅
賞

　

本
村　

正
己
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

　

榛
村　
　

智
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）
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topics & news

企
画
管
理
課
は
９
月
19
日
、「
令
和
５

年
度
第
１
回
静
岡
県
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
部
長

会
」
を
掛
川
市
の
掛
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
と
本
会
の
担
当
部
長
ら

28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
下
Ｊ
Ａ
の
営

農
経
済
部
門
の
担
当
部
長
が
情
報
交
換
等

を
通
し
て
会
員
相
互
の
連
携
を
図
り
、
組

合
員
へ
の
貢
献
と
系
統
事
業
の
発
展
を
期

す
る
こ
と
が
目
的
。

ま
た
、
同
日
に
は
本
会
施
設
の
巡
回
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
笠
食
肉
セ
ン
タ

ー
、
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
袋
井
工
場
、
大
井
川

肥
料
工
場
、
土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
、

大
井
川
肥
料
倉
庫
、
農
機
整
備
セ
ン
タ
ー

を
順
に
施
設
状
況
や
業
務
内
容
を
確
認
し
、

本
会
事
業
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
開
催
に
先
立
ち
、
部
長
会

の
副
会
長
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
の

寺
坂
雅
俊
営
農
経
済
部
長
と
本
会
石
川
和

弘
代
表
理
事
理
事
長
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
報
告
事
項
と
し
て
、
本
会
よ
り

営
業
部
の
輸
出
事
業
に
つ
い
て
、
清
水
港

の
活
用
や
米
国
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

向
け
た
静
岡
茶
の
提
案
な
ど
の
販
路
拡
大

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
他
、
く
ら
し
支

援
部
の
石
油
事
業
に
つ
い
て
最
新
の
情
勢

を
報
告
し
ま
し
た
。

県
下
J
A
グ
ル
ー
プ
の
連
携
を
図
る

令
和
５
年
度
第
１
回
静
岡
県
J
A
営
農
経
済
部
長
会

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
（
事
務
局
：
野

菜
花
卉
課
）
は
10
月
２
日
、
静
岡
市
内
で

「
静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
総
会
」
を
開
き
、

県
や
Ｊ
Ａ
・
本
会
関
係
者
ら
35
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計

画
や
販
売
戦
略
な
ど
を
協
議
し
、
静
岡
い

ち
ご
娘
の
選
出
な
ど
提
出
し
た
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
販
売
目
標
は
、
年
間
出

荷
数
量
５
，０
０
０
ト
ン
、販
売
金
額
70
億

円
と
し
、
事
業
計
画
で
は
、
静
岡
い
ち
ご

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
静
岡
い
ち
ご
娘
の
起

用
や
東
京
都
内
の
商
業
施
設
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
の
消
費
宣
伝
事
業
を
絡
め
た

Ｐ
Ｒ
を
実

践
し
、
有

利
販
売
と

農
家
所
得

の
向
上
に

取
り
組
む

こ
と
を
決

定
し
ま
し

た
。

西
部
共
計
い
ち
じ
く
産
地
協
議
会
（
事

務
局
：
西
部
支
所
西
部
み
か
ん
園
芸
課
）

と
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
い
ち
じ
く
部
会
は
９
月

25
日
、
磐
田
市
の
保
育
園
リ
ー
ザ
プ
レ
ス

ク
ー
ル
で
園
児
約
60
人
に
県
産
い
ち
じ
く

１
２
０
パ
ッ
ク
を
贈
呈
し
、
同
Ｊ
Ａ
の
生

産
者
と
職
員
よ
り
園
児
へ
直
接
い
ち
じ
く

を
手
渡
し
ま
し
た
。

贈
呈
事
業
は
、
園
児
に
い
ち
じ
く
の
美

味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
農
産

物
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
例

年
開
催
し
て
お
り
、
参
加
し
た
職
員
ら
は

模
型
を
使
っ
た
説
明
や
ク
イ
ズ
を
通
し
て

園
児
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

県
産
い
ち
ご
の
販
売
戦
略
な
ど
を
決
定

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
総

会
を
開
催

地
域
の
農
産
物
で
食
育

園
児
へ
県
産
い
ち
じ
く
を
贈
呈

▲会議のようす

▲肥料工場を視察する担当部長ら

▲園児と交流する本会職員
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浜
松
洋
菜
協
議
会
（
事
務
局
：
西
部
支

所
西
部
み
か
ん
園
芸
課
）は
10
月
12
日
、浜

松
市
中
区
で
「
浜
松
洋
菜
共
販
60
周
年
記

念
大
会
」
を
開
き
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
市

場
な
ど
の
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
市
場
関
係
者
よ
り
、
市
場

情
勢
を
報
告
し
た
他
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
、
事

務
局
よ
り
、
令
和
５
年
度
産
の
出
荷
計
画

や
生
育
状
況
、
品
目
別
の
取
組
み
事
項
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
出
荷
計
画
、
生
産

販
売
対
策
及
び
取
り
組
み
事
項
で
は
、
出

荷
数
量
４
，８
０
０
ト
ン
、販
売
金
額
14.4
億

円
を
目
標
と
し
、
生
産
者
の
持
続
的
な

農
業
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、
産
地
と
消

費
地
で
そ
れ
ぞ
れ
実
践
す
る
販
売
強
化
や

消
費
拡
大
の
取
り
組
み
を
共
有
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
浜
松
洋
菜
共
販
60
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
参
加
者
全
員
で

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
、
静
岡
県
西

部
農
林
事
務
所
の
伊
藤
直
樹
部
長
と
本
会

石
川
和
弘
代
表
理
事
理
事
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。ま
た
、功
労
者
表
彰
と
記
念
講

演
を
実
施
し
、
講
演
は
㈱
ヤ
オ
コ
ー
生
鮮

部
青
果
担
当
の
西
山
淳
一
副
部
長
が
「
青

果
物
流
通
の
変
化
、
ヤ
オ
コ
ー
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。

は
ま
ま
つ
洋
菜
の
出
荷
計
画
、販
売
取
り
組
み
な
ど
を
共
有

は
ま
ま
つ
洋
菜
共
販
60
周
年
記
念
大
会

静
岡
県
産
柑
橘
の
販
売
強
化
を
目
指
す

令
和
５
年
度
静
岡
県
柑
橘
販
売
協
議
会

静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員
会
、（
一
社
）

静
岡
県
柑
橘
振
興
基
金
協
会
、
本
会
（
柑

橘
果
樹
課
）
は
10
月
３
日
、
静
岡
市
で
令

和
５
年
度
静
岡
県
柑
橘
販
売
協
議
会
を
開

き
、
柑
橘
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
職
員
、
市
場
関

係
者
ら
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
協
議

会
は
、
県
産
柑
橘
の
有
利
販
売
に
努
め
る

こ
と
が
目
的
で
、
産
地
情
勢
や
販
売
方
針
、

市
場
情
勢
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。

本
県
の
令
和
５
年
産
み
か
ん
は
、
裏
年

の
年
回
り
と
な
る
も
の
の
、
着
果
状
態
は

良
好
で
、
９
月
中
旬
の
果
実
分
析
結
果
で

は
、
各
品
種
と
も
に
過
去
２
年
よ
り
糖

度
が
高
く
推
移
し
て
い
ま
す
。
出
荷
計

画
で
は
、
数
量
で
前
年
実
績
比
７
％
増

加
の
４
万
５
０
０
０
ト
ン
、
販
売
金
額

１
３
５
億
円
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
県
産
み
か
ん
の
認
知
度

向
上
と
購
買
意
欲
醸
成
を
高
め
る
た
め
、

消
費
宣
伝
事
業
を
行
う
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

▲祝辞を述べる石川理事長

▲本会より産地情勢を報告 ▲静岡県経済連柑橘委員会の森田能正委員長

▲大会スローガンを唱和する参加者ら

▲協議会のようす
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流
通
開
発
課
は
10
月
10
日
～
31
日
ま
で

の
期
間
、
静
岡
市
葵
区
の
本
会
直
営
焼
肉

店
「
駿
府
の
肉
処　

静
岡
そ
だ
ち
」
で
、

「
秋
の
収
穫
祭
」を
開
催
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
一
部
メ
ニ
ュ
ー
が
特

別
価
格
と
な
っ
た
他
、
県
産
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
と
し
て
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
産
の
「
石
川
小

芋
」
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま

し
た
。

「
石
川
小
芋
」
は
、小
ぶ
り
の
球
形
で
煮

崩
れ
し
に
く
く
、
ね
っ
と
り
と
し
た
食
感

と
き
め
の
細
か
い
白
い
肌
が
特
徴
。
９
～

11
月
が
出
荷
の
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。
同

店
で
は
、
単
品
メ
ニ
ュ
ー
や
コ
ー
ス
料
理

の
前
菜
な
ど
で
塩
ゆ
で
と
し
て
提
供
し
ま

し
た
。

流
通
開
発
課
は
「
今
後
も
県
産
農
畜
産

物
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
旬
の
県

産
品
を
来
店
客
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

県
産
農
産
物
を
P
R

直
営
焼
肉
店
で「
石
川
小
芋
」

を
提
供

生
産
振
興
開
発
課
は
10
月
18
日
、
静
岡

市
駿
河
区
の
県
農
業
会
館
で
「
営
農
経
済

事
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
」
を
開
き
、
県

内
Ｊ
Ａ
の
営
農
経
済
渉
外
担
当
者
（
Ｔ
Ａ

Ｃ
）
や
、
肥
料
・
農
薬
・
営
農
資
材
企
業

な
ど
の
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
商
品
提
案
会
、
優
良
事
例
報
告
、

分
科
会
の
３
部
構
成
で
、
大
会
を
通
じ
て

担
当
者
が
相
互
に
研
鑽
し
、
生
産
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
提
案
力
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

大
会
で
挨
拶
し
た
本
会
山
下
昌
徳
常
務

理
事
は
「
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢

の
中
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
や
メ
ー
カ
ー
が
一

体
と
な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
。
大
会
で
の
意
見
交
換
を
日
頃
の

渉
外
活
動
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。」と
話
し

ま
し
た
。

商
品
提
案
会
で
は
、
肥
料
・
農
薬
・
営

農
資
材
の
企
業
27
社
が
出
展
し
、
参
加
者

は
商
品
や
技
術
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

優
良
事
例
報
告
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
西
日

本
営
農
資
材
事
業
所
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
生
産
対
策

課
の
外
園
賢
司
審
査
役
よ
り
全
国
情
勢
と

渉
外
担
当
者
の
提
案
に
よ
る
成
功
事
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
埼
玉
中
央
の
い
ち

ご
の
病
害
虫
防
除
と
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
の
里

芋
栽
培
の
提
案
で
規
模
拡
大
と
生
産
効
率

向
上
を
実
現
し
た
２
つ
の
事
例
か
ら
、
渉

外
担
当
者
の
出
向
く
活
動
は
産
地
の
維
持

や
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
参
加
者
が
８
班
に
分
か

れ
、
各
Ｊ
Ａ
の
出
向
く
活
動
に
お
け
る
課

題
や
問
題
点
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
内
容
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し

た
。

J
A
営
農
経
済
職
員
が
相
互
研
鑽

営
農
経
済
事
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会

▲石川小芋をPRする久保田将希店長

▲第２部　優良事例報告 ▲第３部　分科会

▲挨拶する山下常務

▲第１部 商品提案会（本会肥料農薬課ブース）
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野
菜
花
卉
課
は
、
10
月
20
日
か
ら
27
日

の
期
間
、
東
京
都
大
田
区
の
大
田
市
場
で
、

市
場
関
係
者
ら
に
向
け
た
「
静
岡
の
ば
ら

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
産
地

で
生
産
し
た
バ
ラ
約
１
６
０
品
種
を
展
示

し
、
県
内
６
産
地
（
Ｊ
Ａ
し
み
ず
、
Ｊ
Ａ

静
岡
市
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
、
Ｊ
Ａ
掛
川

市
、
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
、
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

の
生
産
者
や
職
員
ら
18
人
が
仲
卸
店
頭
で

販
売
促
進
活
動
を
行
い
、
本
県
産
バ
ラ
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

本
県
は
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
バ
ラ

栽
培
が
盛
ん
で
、
産
出
額
は
全
国
第
２
位

の
産
地
で
す
。
共
選
産
地
と
し
て
の
安
定

し
た
ロ
ッ
ト
に
加
え
、
業
務
や
小
売
需
要

に
対
応
す
る
少
量
品
種
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
特
徴
で
す
。

10
月
20
日
の
セ
リ
開
始
前
に
は
、
㈱
フ

ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｆ
Ａ

Ｊ
）
で
は
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
バ
ラ
部
会
の

曽
根
一
孝
氏
、
大
田
花
き
で
は
Ｊ
Ａ
掛
川

市
バ
ラ
部
会
の
大
場
宏
基
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

で
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

店
頭
販
促
で
は
、
各
産
地
ご
と
に
工
夫

し
て
、
品

種
リ
ス
ト�

を
印
刷
し�

た
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル

な
ど
を
配

布
し
、
購

入
を
呼
び

か
け
ま

し
た
。

大
田
市
場
で
県
産
バ
ラ
を
P
R

静
岡
の
ば
ら
フ
ェ
ア

有
利
販
売
へ
向
け
た
品
質
確
認
と
情
報
共
有

葉
ネ
ギ
品
質
査
定
会・販
売
対
策
会
議

名
古
屋
事
務
所
は
10
月
17
日
、
名
古
屋

市
熱
田
区
の
名
古
屋
青
果
㈱
で
、「
葉
葱

品
質
査
定
会
・
販
売
対
策
会
議
」
を
開
き
、

関
西
・
北
陸
・
中
京
地
区
の
卸
売
会
社
17

社
と
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
、
本
会
の
担
当
者

ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
競
合
産
地
と
の
比

較
に
よ
る
、
本
県
産
葉
ネ
ギ
の
有
利
販
売

と
生
産
維
持
拡
大
を
図
る
た
め
、
課
題
や

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
目
的
。
同
品
目

で
の
関
係
各
社
や
産
地
を
参
集
し
た
販
売

対
策
会
議
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て
と
な

り
ま
し
た
。

査
定
会
で
は
、Ｊ
Ａ
静
岡
市
産
１
点
、Ｊ

Ａ
お
お
い
が
わ
産
１
点
、
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜

松
産
３
点
、
福
岡
県
産
１
点
、
大
分
県
産

１
点
、
佐
賀
県
産
１
点
、
高
知
県
産
１
点
、

愛
知
県
産
１
点
の
計
10
点
を
査
定
し
、
形

状
や
色
、
病
害
虫
の
有
無
な
ど
の
品
質
を

確
認
し
ま
し
た
。

販
売
対
策
会
議
で
は
、
本
会
よ
り
販
売

実
績
を
報
告
し
た
他
、
産
地
情
勢
報
告
と

し
て
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
の
担
当
者
が
生
育

状
況
や
出
荷
目
標
を
共
有
し
ま
し
た
。
ま

た
、
出
荷
数
量
減
少
の
影
響
な
ど
で
葉
ネ

ギ
を
含
め
た
野
菜
類
の
単
価
高
が
続
い
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
11
月
以
降
の
販
売
見

通
し
に
よ
る
販
売
対
策
を
協
議
し
、
卸
売

各
社
と
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

▲県産バラの展示▲

▲査定した10点の葉ネギ

▲挨拶する大場氏

▲店頭販促のようす

▲査定会のようす
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作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします
作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします 営 農 支 援 だより

写真１　トマト窓開果

写真2　トマト灰色かび病

④�

花
芽
分
化
時
の
花
で
細
胞
分
化
が
異

常
に
な
り
、
乱
形
果
（
窓
開
果
や
チ

ャ
ッ
ク
果
等
）（
写
真
１
）
が
多
発

す
る
。

⑤�

花
粉
稔
性
が
低
下
し
十
分
な
受
精
が

で
き
な
く
な
る
た
め
、
不
着
果
や
果

形
異
常
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。

⑥�

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
活
動
が
衰
え
る

（
受
粉
が
で
き
な
い
）。

⑦�

灰
色
か
び
病
（
写
真
２
）
な
ど
多
湿

を
好
む
病
害
の
発
生
が
多
く
な
る
。

通
常
よ
り
夜
間
温
度
を
下
げ
管
理
し
、

こ
の
よ
う
な
異
常
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
た
だ
ち
に
適
正
温
度
管
理

に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
マ
ト
の
温
度
管
理
に
お
い
て
は
、

栽
培
経
験
、
暖
房
コ
ス
ト
、
施
設
や
資

材
の
状
態
等
様
々
な
要
因
と
の
兼
ね
合

い
で
経
済
性
を
考
慮
し
た
夜
温
管
理
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

三
　
お
わ
り
に

冬
期
の
野
菜
栽
培
に
お
い
て
は
、
作

物
の
特
質
に
あ
っ
た
栽
培
・
温
度
管
理

が
必
要
で
す
。
栽
培
す
る
作
物
適
正
温

度
の
確
認
と
施
設
栽
培
で
は
今
一
度
、

ハ
ウ
ス
の
破
れ
の
補
修
や
、
暖
房
機
の

点
検
・
掃
除
、
被
覆
資
材
の
活
用
等
の

栽
培
方
法
、
栽
培
環
境
の
点
検
を
実
施

し
、
暖
房
コ
ス
ト
の
削
減
と
と
も
に
適

正
な
温
度
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
野
菜
花
卉
課　

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト　

曽
根
克
巳
）

野
菜
の
冬
期
温
度
管
理

一
　
概
況

野
菜
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
育
に
適
し

た
温
度
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
多
く

の
野
菜
は
生
育
適
温
が
15
～
20
℃
前
後

の
も
の
が
多
く
、
生
育
限
界
温
度
は
５

℃
く
ら
い
で
す
。
冬
期
の
露
地
野
菜
は

停
止
し
て
し
ま
い
ま
す
。

燃
油
節
約
で
夜
温
を
低
く
管
理
し
た

場
合
の
影
響
は
、
栽
培
方
法
や
生
育
ス

テ
ー
ジ
及
び
ト
マ
ト
の
器
官
及
び
品
種

等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
大
ま
か
に
は

以
下
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

①�

成
長
の
遅
延
・
停
滞
で
葉
数
や
葉
の

大
き
さ
は
縮
小
化
し
て
株
が
貧
弱
化

す
る
。（
成
長
点
付
近
の
葉
は
立
ち
、

葉
の
縁
は
ち
ぢ
れ
、
節
間
は
短
く
な

る
。
葉
色
は
ま
ず
濃
い
緑
色
に
な
る

が
、
さ
ら
に
低
温
が
続
く
と
、
葉
脈

間
が
黄
化
す
る
。）

②�

開
花
ま
で
の
期
間
や
着
果
か
ら
収
穫

ま
で
の
期
間
の
長
期
化
（
ト
マ
ト
の

着
色
は
品
種
に
よ
り
違
い
が
あ
る
が

積
算
温
度
で
ほ
ぼ
決
ま
る　

概
ね

１
０
０
０
℃
前
後
）。

③�

隔
離
栽
培
等
で
は
根
が
褐
変
し
活
動

が
低
下
す
る
。

低
温
下
で
生
育
は
緩
慢
に
な
る
も
の
の

生
育
は
し
ま
す
。
た
だ
し
、
氷
点
下
近

く
に
な
る
と
生
育
は
止
ま
り
、
障
害
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
方
施

設
で
栽
培
す
る
野
菜
は
様
々
な
技
術
・

工
夫
で
適
切
な
温
度
管
理
に
よ
り
冬
期

の
野
菜
栽
培
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

各
作
物
で
品
種
ご
と
に
差
は
あ
り
ま

す
が
、
主
な
野
菜
の
生
育
適
温
を
表
１

に
示
し
ま
し
た
。

二
　�

ト
マ
ト
を
低
温
管
理
（
夜
温
）
に

し
た
場
合
の
影
響

ト
マ
ト
は
、
他
の
品
目
と
比
べ
て
夜

間
の
管
理
温
度
が
低
め
で
あ
る
た
め
、

比
較
的
暖
房
費
を
か
け
ず
に
栽
培
で
き

ま
す
。
生
育
適
温
は
、
昼
間
気
温
が
20

～
25
℃
、
夜
間
最
低
気
温
が
13
℃
、
地

温
が
15
～
18
℃
と
さ
れ
て
お
り
、
最
低

限
界
が
5
℃
、
そ
れ
以
下
で
は
生
育
は

表１　主な露地野菜・施設野菜の生育適温
施設野菜 生育適温 昼間の気温 夜間の気温 生育限界低温
トマト 平均20℃ 20～25℃ 10～15 5℃以下
ナス 25～30℃ 13～18℃ 10℃以下

イチゴ 17～20℃前後 果実肥大20～24℃
葉生育伸長20~25℃ 果実肥大6～10℃ 果実肥大0℃

露地野菜
キャベツ 15～20℃ 15℃以下で生育緩慢 －4℃以下で枯死

ブロッコリー 15～20℃ 花蕾発育16～18℃ 花蕾障害1℃以下
レタス 18～22℃ 生育停止5℃以下
白ネギ 15～20℃ 軟白適温5～25℃ －8℃にも耐える

ダイコン
生育初期24℃前後

5℃以下で根部肥大停滞
－3℃

生育後期15～20℃ －5℃凍害
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検索しずおか手しお屋

 担当：営業部 流通開発課（TEL:054-284-9728）

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部�食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレ
ビ番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11
回放送）に協賛し、県産米のPRを行っています。
　令和５年度の第６回目（10月21日）の放送では、タレント
の村上佳菜子さんと本谷育美アナウンサーの２人が藤枝市と
焼津市から県産のブランド米「きぬむすめ」の令和５年産の
新米を紹介しました。「きぬむすめ」は、粒が大きく粘りがあ
り、炊き上がりの白さとツヤ、ふっくらとした食感が特長。
　番組では、ビデオメッセージで出演したJAおおいがわの生
産者、杉本清孝さんが「豊富な大井川の水で育ったきぬむす
めをぜひ食べてみてください」と話し、「きぬむすめ」をPR
しました。

　次回の「しずおかごはんが食べたい！」は御前崎市と牧之
原市からお笑い芸人のモグライダーが紹介予定です。

◀「 しずおか手しお屋」
　ページはこちらから

産地直送通販サイトJAタウンからのお知らせ産地直送通販サイトJAタウンからのお知らせ
お得なキャンペーン実施中です！お得なキャンペーン実施中です！

　「国消国産月間」の取り組みの一環として、継続的に国産農畜産物

を購入していただくきっかけをつくるため、キャンペーン期間中、全

国各地5000以上の農畜産物対象商品をお客様の送料負担なしで購入

することができます。

　また、「新規会員登録キャンペーン」として期間中にJAタウンを新

規会員登録頂いた方の中から抽選で10,000名様に1,000円分のJAタウ

ンクーポン券をプレゼントしています！

　JAタウンの本会ショップ「しずおか手しお屋」でも対象商品をご用

意しますので是非ご利用ください！

JAタウンでは、11月30日（木）までの「JAグループ国消国産月間」に「国
産農畜産物のお客様送料負担なしキャンペーン」を開催しています！
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生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

●イントラから利用できます。

担当：営農総合対策部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の概況を
掲載しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）
を掲載しています。分析の際はコチラから！

GAPに関する情報や担い手支援（TAC）に
関する情報（パワーアップ大会）について掲
載しています

経済連肥薬通信11月号
経済連コンサルタントによる技術情報

更
新

営農ナビ 文字が大きく見やすくなってリニューアルしました！

農産物安全分析センター

生 産 振 興 情 報

経済連肥薬通信

販 売 情 報

県内
JA限定

輝かしい新年のご挨拶にふさわしい、
お年賀茶の大定番！
金粉入りで鮮やかに！
縁起良く！

茶どころ静岡定番の煎茶
を、やさしく、たとう紙で
包みました。温かい心を
先様にお伝えするお勧め
の逸品です。

あっさり風味の煎茶を、
あえて素朴にクラフト袋
へ詰めてみました。シン
プルに心を伝えます。

新年のご挨拶に毎年ご好評をいただいている新年のご挨拶に毎年ご好評をいただいている
お年賀茶のご案内です。お年賀茶のご案内です。

新しい年を慶びのお茶で迎える新しい年を慶びのお茶で迎える

17100654
金粉入りお年賀茶
（カートン入り）
３０ｇ×１０個

（ ）１個あたり
640円6,400円 （常温365日間）

※10個入での販売となります。
商品の価格はすべて消費税込みのお届け価格にな
っています。

このマークの商品にはのしを同梱することができます。
（ご注文時にお申し出ください）

17100757
御年賀
（クラフト平袋）
３０ｇ×１０個

3,500円
（常温365日間）
※10個入での販売となります。

（ ）１個あたり
350円

御年賀茶
（たとう紙入り）
4０ｇ×１０個

（常温365日間）
※10個入での販売となります。

17100655

6,000円（ ）１個あたり
600円

御年賀茶
（たとう紙入り）
80ｇ×5個

（常温365日間）
※5個入での販売となります。

17100656

4,900円（ ）１個あたり
980円

※包材のデザインが変更になる場合があります。

お年賀茶

年内配送のご注文の締切
令和5年12月8日（金）

＊年内配送は１２月22日（金）頃までのお届けとな
ります。

＊商品の価格はすべて消費税込のお届け価格になっ
ています。（別途送料がかかる地域があります）

【お問合せ先】
静岡ローディング株式会社　農協直販事業部
〒422-8006　静岡市駿河区曲金3-8-1
TEL  054（288）6688　　FAX  054（288）4444
お電話（通話料無料）　０１２０－０１４８５９
F A X（送信料無料）　０１２０－４１８４６５
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JA
静
岡
経
済
連

担当：みかん園芸部　野菜花卉課（TEL：054-284-9714）
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